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【劣化深さ】 

・判定基準 

 ａ：0.1m 以上：劣化が著しく、砂状化 

 ｂ：0.05m～0.1m：凍害による表層劣化 

 ｃ：0～0.05m：健全なコンクリート 

 

・測定結果 

 上流面については、各ブロックの殆んどが 0.05m 以下で、0.05m～0.1m の表層劣化が想定され

る箇所は、全体の 2 割程度。ジョイント部については、全体の 8 割程度が表層劣化あるいは劣化

が著しく、砂状化している。 

下流面については、ほぼ全面的に 0.05m～0.2m で、特にジョイント部では 0.16m～0.36m の凍

結融解による表層劣化、あるいは砂状化している。 

 

【シュミットハンマー試験】 

・測定規準 

 ａ：0～20N/mm2：劣化が著しく砂状化 

 ｂ：20～30N/mm2：凍害による表層劣化 

 ｃ：30N/mm2以上：健全なコンクリート 

 

・測定結果 

 上流面については、全体的に 30N/mm2以上で、健全なコンクリートと判断できるが、ジョイン

ト部の一部に劣化が著しく砂状化あるいは、凍害による表層劣化をしている箇所がある。 

 下流面については、全体的に 20N/mm2以下の劣化の激しい箇所が多く、特に J6～J7 区間およ

び BL11～J11 区間の劣化が激しい。 

 

非破壊試験測定結果表を表 2.1 に、上下流面における測定結果図を図 2.5、2.6 に示す。 
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表 2.1 非破壊試験測定結果表 
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